
8月29日(木)の地域連携・協働フォーラム（学社連携・協働意見交換会）では、137名の皆様にご参
加いただきました。講演会・分科会ともに、「地域ぐるみで子どもを育てる」ために一人一人ができる
ことについて考えるきっかけになり、充実した研修の場となりました。

全体会では上田市立北小地域コーディネーター・信
州型ＣＳアドバイザーの伴美佐子さんに『「楽しむ」
から始まる学校を核とした地域づくり』というテーマ
で、ワークショップと実践発表をしていただきました。
ワークショップ「クロスロード」では、答えのない問
いに対して、対話することで自分なりの答えを見つけ
ていくことを体験しました。実践発表では、伴さん自
身が関わる上田市立北小学校をはじめとした様々な学
校と地域の連携事例を紹介していただきました。

全体会

令和６年度 地域連携・協働フォーラム

６つの分科会では、様々な立場で社会教育・子ども支援等にかかわってい
る皆さんから話題提供をいただき、とても有意義な情報交換が行われました。

【参加者の声（分科会）】
分科会①【CS“わちゃわちゃ”お悩み相談室】 伴美佐子さん
どの方（団体）も「やさしさ」「放っておけない想い」をもと
に、自分たちができることを具現化して、生き生きと活動され
ていて素敵だと思いました。

分科会②【Sketch!しあわせなんこでもつくれるよ】富岡史棋さん
イメージを形にしていくこと、心の声を聞いていくこと、とりあえ

ず形にしてみることなど、新たな視点をいただいたように思いました。
富岡さんの取り組んでいることに共感を覚えました。

分科会③【「駅前で何する？」UTプロジェクト】
小島亜矢子さん、高校生

子どもの居場所を提供する大切さを知りました。UTの中で子ども
が活動して成長されていることを発表中で感じました。自分よりもプ
レゼン力が段違いにある高校生たちでした。

分科会④【高校生が本物の結婚式をプロデュース】
城村義人さん、元メンバー

協働の鍵「土台を決める」、確かに表層(見た目、形、出来栄え)に
とらわれていた。その場限りの力ではなく、人生を支える土台を、大
人の私こそしっかり持つべきだと気づかされました。
分科会⑤【未来への投資（コミュニティ力）】 平澤正貴さん
自分たちで収益を上げて運営する厳しさがありますが、様々なアイ

ディアを出して乗り切っていこうという姿勢に感動しました。こうい
う子どもの居場所がある事は素晴らしい。

分科会⑥【公民館、これからどうする？（どうなりたい？）】
上田 拓也さん、木川 亮一さん

よく調査された発表で、とても参考になりました。公民館のこれからを考
える人が地域の中で少なくなってしまったことが問題だと思います。

分科会

フォーラムにご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

【参加者の声（全体会）】
○演習主体で楽しく学べました。上田市立北小学校の事例、とても素晴らしいですね。素敵です。
私は今年社会教育委員になったばかりで中学校でもボランティアも始めたばかりですので、今日の
学びを少しずつこれからに活かしていきたいです。
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『全国学力・学習状況調査 授業アイディア例』を有効活用しよう

「授業アイディア例」は、全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえ
て、授業の改善・充実を図る際の参考となるよう、授業のアイディアの
一例を示すものとして、平成21年度より作成され、学校や教育委員会な
どに配布されているものです。
令和4年度から、授業の改善・充実に資するよう、これまで別途作成

していた「授業アイディア例」が報告書の中に掲載され、調査結果の課
題分析と課題の解決を図る事例が一体的に示されています。
「授業アイディア例」は、日々の授業や研修会など様々な場面で活用さ
れ、児童生徒の学習状況の改善につながることが期待されています。
国語、算数・数学だけではなく、他教科の授業改善につながるヒントも
書かれています。その中から一部を抜粋して、紹介します。

報告書内の授業アイディア例とは、どのようなものが掲載されているのですか？

課題が見受けられた設問の

出題の趣旨、学習指導要領の

指導事項と共に、実際の授業

構想や学習場面での「教師の

発問」や「予想される子ども

の姿」が書かれています。イ

ラストも取り入れられ、実際

の授業の場面もイメージしや

すくなっています。

「令和６年度
全国学力・学習状況調査報告書」

学校訪問でも、全国学力・学習状況調査の結果を分析し、授業改善に役立てようとする学校が見られます。
そのように、できるところから、一歩一歩授業改善をしていくことが、子供の学びにつながっていきます。
自校の子供たちの様子をよくみとり、調査結果・分析と繋ぎながら、子供に合った授業改善を進めていき
ましょう。

各教科等に応じた見方・考え方が働くような教師の発問や、見方・考え方が働いた子どもの姿
（発言・記述等）がイメージできず、困っています。そのような例も掲載されていますか？

例えば、【中学校数学】では、
証明を振り返り、統合的・発展的
に考察する場面例が掲載されて
います。
統合的に考えられるよう『＜条

件＞を変えても変わらないとこ
ろ』と発問し、発展的に考えられ
るよう『＜条件＞を変えたことに
伴って変わったところ』と発問す
ることで、互いに気付いた点を
話し合う場面で、より焦点化した
考察が生まれることが例示され
ています。
また、このような手立てが生徒
の振り返りの内容にもつながる
ことが例示されています。
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小学校国語 ５・６学年

６２．６％

21.2％7.8％7.5％

この問題の正答は選択肢３ですが、選択肢
１を選んでしまった児童が、21.2%います。
どうして、選択肢１を選択してしまったので
しょうか。

問題 １１

選択肢１を選択してしまった児童は、
【和田さんのメモ】に書かれた 「自分
が伝えたいこと」と「村木さんが知りた
いこと」をお互いの学校の取り組みの
よい点と捉えてしまった児童や、それら
が並べて書かれていることで比較して
いると捉えてしまった児童がいたと考
えられます。

なるほど。では、どのような点が課題なの
でしょうか。
また、その課題はどのような授業を実践

することで解決していけそうでしょうか。

伝え合う内容を検討する際に、目的
や意図に応じて優先順位を考えるな
ど、集めた材料を関連付けていくこと
がポイントです。
次のような授業アイディア例を参考

に日常の授業改善をしてみましょう。

「春花小の６年生と町の魅力を紹介し合おう」
～目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、 伝え合う内容を検討し、自分の考えが伝わるように表現を工夫する～

授業アイディア例

集めた材料を話す目的
や意図に応じて内容ご
とにまとめたり、それらを
互いに結び付けて関係
を明確にしたりすること
ができましたね。
実際に交流する場面を
イメージして必要に応じ
て提示する資料を準備
しておきましょう。

目的や意図に応じて、話題を決め、伝え合う内容を検討する場面

話題を決める場面では、児童の
願いや課題をもとに話し合い、
様々なアイディアを出しながら伝
え合う内容を検討できるようにし
ています。
また、伝え合う際の状況を想定

して、話す内容に合わせて即興的
に分かりやすく伝えられるよう、必
要に応じて提示する資料を準備す
るよう促しています。

【本授業アイディア例のポイント】
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この問題の正答は選択肢３ですが、正答率が44.4％と低く、他の選択
肢を選んでしまった児童が各選択肢で17％以上います。
どのような点が課題なのでしょうか。

17.3％17.8％

20.0％

相手の考えを理解したり、自分の思いや考えを表現したりするためには、
原因と結果、意見と根拠など、話や文章に含まれている情報と情報との関係
について理解していくことが大切です。
次のような授業アイディア例を参考に日常の授業改善をしてみましょう。

中学校国語 １学年

話合いをする（「エコーチェンバー現象」）
～話合いの話題や展開を捉えながら、発言を結び付けて自分の考えをまとめる～

授業アイディア例

意見とそれを支える根拠がどのように結び付いているかを捉えたり、整理したりすることができるよう、話
題を決めて互いの考えを伝えるなどして話し合う際に、意見とそれを支える根拠を示して発言することがで
きているかなど、発言を振り返る学習活動を位置付けています。

【本授業アイディア例のポイント】

【話合いを踏まえた自分の考え】の例」のまとめ方につ
いて、よさや課題点を出し合う。

話し合ったことを基に、自分の考えをまとめる。

話し合ったことを基に、自分の考えをまとめる。

問題 ３１
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小学校算数 ５学年

「家から図書館までの自転車の速さを考えよう」
～道のりと時間の関係に着目し、問題場面や図、式を関連付けて、求めた速さの妥当性を検討する～

速さの意味に基づいて、求めた速さなどを図に表して問題場面と比べ、
求めた速さが妥当かどうかを判断する場面を位置付けています。

② 道のりと時間と速さを図に表し、求めた速さの妥当性を検討する。

① 問題場面を把握し、求めた速さを式に表す。

求めた速さや求め方を式に表し、速さの意味を考えることができるよう
な学習活動を設定しています。

授業アイディア例

解答類型と反応率

【本授業アイディア例のポイント】

【本授業アイディア例のポイント】

問題 （３）４

分速1000mだと思います。

この問題の正答は選択肢１ですが、選択肢２のような２つ
の速さの数値を安易に足してしまっている児童が24.3%
います。

「速さ」及び「割合」の理解を深めるためには、二つ
の数量関係を表に表し、「速さ」及び「割合」が変わら
ないとき、二つの数量の関係が比例の関係にあること
を確認できるようにすることが大切です。
次のような授業アイディア例を参考に日常の授業改

善をしてみましょう。

令和４年度【小学校】算数2⃣(3)（正答率21.6％）の「割合の理解」とつながる課題点です。
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データの分布の傾向を捉
える

その結果を基に批判的に
考察し判断する

４.問題解決の過程を振り返る。

３.データの分布の傾向について批判的に考察し、判断した事柄の理由を説明する。

複数のデータの分布の傾
向を比較する際に、代表値
だけでなく、四分位範囲や
四分位数、箱ひげ図の箱
の位置などに着目して多
面的に吟味し、批判的に考
察することにつながる発
問や学習活動を位置付け
ています。

判断した事柄について根拠
を明らかにして説明する

１.実験で得たデータの整理の仕方を考える。 〔小学校第６学年〕 Ｄ データの活用

２.５つの箱ひげ図を比較して、分かることを読み取る。 〔第２学年〕 Ｄ データの活用

中学校数学 ２学年

「車型ロボットが進んだ距離について、データの分布の傾向を基に調べよう」
～データの分布の傾向を読み取り、批判的に考察し、判断する～授業アイディア例

批判的に考
察することを
促す発問

判断の理由を数学的
な表現を用いて説明
するよう促す発問

【本授業アイディア例のポイント】

主張と根拠について整理す
る

問題 （２）７

表やグラフなどからデータの傾向を適切に読み取り、批判的に考察し判断する場面では、その理由を

数学的な表現を用いて説明できることが大切です。

次のような授業アイディア例を参考に日常の授業改善をしてみましょう。

複数のデー
タ（箱ひげ図）
を比較する場
面はどのように
すればよいで
しょうか。
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第４回 授業づくり研修会

【申し込みはこちらから】

各校に研修会開催要項をお届けしていますので、

内容をご確認いただき申し込みをお願いします。

特別活動

学校行事の参加に強い不

安感を抱いたり、戸惑っ

たりする子供には…

生活科

みんなで使うものを大切に扱

うことが難しい子供には…

図画工作・美術

変化を見わけたり、微妙な

違いを感じ取ったりするこ

とが難しい子供には…

社会

子供が、社会的事象

に興味・関心がもて

ない場合には…

理科

実験の手順や方法を

理解することが困難

であったり、見通し

がもてなかったりす

る場合には…
算数・数学

「商」「等しい」な

ど、日常的に使用す

ることが少なく、抽

象的な言葉の理解が

困難な場合には…

道徳

相手の気持ちを想像す

ることが苦手で、字義

通りの解釈をしてしま

う子供に対しては…

外国語

１単語あたりの文字数が多い単語や、文

などの文字情報になると、読む手がかり

をつかんだり、細部に注意を向けたりす

ることが難しい子供には…

技術・家庭科

学習に集中したり、持続し

たりすることが難しく、用

具の使用に不安がある子供

には…

同じ思いや悩みをもつ仲間と一緒に授業を構想しよう！

保健体育

複雑な動きをしたり、

バランスをとったりす

ることに困難がある場

合には…

音楽

多くの声部が並列している楽譜な

ど、情報量が多くどこに注目したら

よいのか混乱しやすい場合には…

国語

声を出して発表したり、人前で話したりす

ることへの不安を抱いている子供には…

指導主事が
一緒に考えます！

○上伊那会場 １１月１８日（月）
＠伊那合同庁舎 １４：００～１６：４５

○諏訪会場 １１月１９日（火）
＠諏訪合同庁舎 １４：００～１６：４５

特別支援教育の視点で
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10月７日（月）から10月30日（水）まで
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